
埋 金 浄 水 場 平 面 図

天日乾燥床
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上澄水槽
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排水池排水池

急速ろ過池
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埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

埋金浄水場平面図

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

1.フロック形成池（着水井、混和池）

2.薬品沈澱池3.急速ろ過池

4.浄水池（ポンプ室）

5.排水池（排泥池、上澄水槽、濃縮槽、ポンプ室）

6.管理棟

7.薬品注入室

1/250(A1)
1/500(A3)
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埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

1/100(A1)
1/200(A3)

【耐震補強図-1】
管理棟 伏図
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埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

1/100(A1)
1/200(A3)

【耐震補強図-2】
管理棟 軸組図
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・凡例 使用材料：
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・鉄筋･･･SD345

X2

2
0
0

コンクリート投入口

打ち止め

型枠

型枠

桟木

鋼管等
（二本抱）
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コンクリート打設、無収縮モルタル圧入要領図（参考）

※　無収縮モルタル圧入前に、コンクリートの

　　打継ぎ面及び型枠は十分に吸水した状態にする。

無収縮モルタル

Co蓋撤去

無筋Coはつり
150t

無筋Coはつり
300t

無筋Coはつり
150t
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H形鋼桁設置
150×150×7×10×2,500L(M12コ型ボルト取手付)-2本

Co蓋撤去
2,500×500×150-1枚
H型鋼桁設置
150×150×7×10-2本

既存鉄筋切断

D10@250(チドリダブル)
既存鉄筋
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断面積
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許容応力
kN

確認強度
kN

D13 127 SD345 37.3 25
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0
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令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

1/30(A1)
1/60(A3)

【耐震補強図-3】
管理棟 詳細図(1)

15(モルタル) 15(モルタル)

180
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埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

1/10(A1)
1/20(A3)

【耐震補強図-4】
管理棟 詳細図(2)

既存建具撤去(上げ下げアルミ窓)

既存建具撤去(上げ下げアルミ窓)

既存建具撤去(上げ下げアルミ窓)
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【劣化補修図-1】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(1)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去 ＝ 24.67m2 バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

事前調査 ＝ 55.63m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測 (塔屋屋根･笠木天･上げ裏)

K-2～4 ＝ 24.67m2 可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化

(笠木天･上げ裏)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  0.60m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1

250

252

K-1 屋根防水劣化(30.96)

K-4 塗装劣化

17.49m2上げ裏

K-3 塗装劣化

1.26m2上げ裏

K-2 塗装劣化

5.92m2笠木(天)

足場 H=7.70m

足
場

 
H
=
3
.
3
0m

足
場

 
H
=
3
.
3
0m

外部足場 ＝770.99掛m2外壁H≧2.0m(CAD測定) くさび緊結式足場(手すり先行方式)H<10.0m(W900mm)+災害防止(防炎シート張り)

仮設数量集計 仮設内容

内部足場 ＝552.53床m2地上階(CAD測定) 脚立足場 H=1.8m

移動足場 H=3.7m(2段) N＝196.18床m2÷50m2/台＝     4台地階

＝120.55m外壁水平長(CAD測定) 最上部安全手すり

養生･清掃 躯体･仕上げ(RC造)+清掃･片付け(RC造)＝748.71延m2床全体(CAD測定)

床養生 二重張り プラスチックシート厚0.15mm＝169.51m2外部足場-外壁(CAD測定)

壁養生 一重張り プラスチックシート厚0.08mm＝802.82m2外部足場外面(CAD測定)

(石綿含有仕上塗材の除去作業に係る)

(石綿含有仕上塗材の除去作業に係る)

K-2～4

K-1 ＝ 30.96m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

(笠木天･上げ裏)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

※ 天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

Co蓋開閉 w=約500kg/枚＝     3枚 発電機室天井ハッチ作業孔確保

1/80(A3)
1/40(A1)
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【劣化補修図-2】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(2)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）
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コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

事前調査 ＝455.74m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  4.80m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～16

サイレン

足場中心

L=9.40m

(H=5.80m)

足場中心

L=5.80m

(H=2.40m)

足場中心

L=50.00m

(H=8.20m)

足場中心

L=2.55m

(H=4.80m)

足場中心

L=10.60m

(H=3.80m)

足場中心

L=16.30m

(H=8.20m)

K-1 屋根防水劣化(310.76)

K-5 塗装劣化

61.63m2上げ裏

K-4 塗装劣化

3.93m2上げ裏

K-3 塗装劣化

19.39m2笠木(天)

250

252

100
102

550

551

K-6 塗装劣化

0.69m2管防護(天)

K-7 塗装劣化

1.98m2笠木(天)

I-2 建具周囲モルタル劣化

0.05m2(下)-3箇所

K-8 建具周囲塗装劣化

0.05m2(上)-3箇所

K-2 屋根防水 12.58m2

(基礎類平面)

I-1(6.77)

足場中心

L=4.75m

(H=7.70m)

足場 H=7.70m 足場 H=4.80m

足
場

 
H
=
3
.
3
0
m

足
場

 
H
=
3
.
3
0
m

足
場

 
H
=
3
.8
0
m

足
場

 
H
=
3
.8
0
m

足場 H=8.20m足場 H=8.20m

足場中心

L=21.15m

(H=3.30m)

足場 H=5.80m

足
場

 H
=
2
.
40
m

足
場

 
H
=
8
.
2
0m

足
場

 
H
=
8
.2
0
m

＝ 87.77m2 (笠木天･上げ裏･管防護天･建具周囲)K-3～8

サンダー掛けI-1～2 ＝  6.92m2

モルタル面の劣化 I-1～2 ＝  6.92m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1 ＝310.76m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

K-2 ＝ 12.58m2 下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝ 87.77m2K-3～8 (笠木天･上げ裏･管防護天･建具周囲)

(屋根･笠木天･上げ裏･2F天井･梁･階段裏)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

※ 屋内床のビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)

K-9 雨樋塗装劣化

1.04m2-1箇所

＝  1.04m2 下地調整(RC種)+耐候性塗料塗り(DP)A種塗膜の劣化(塩ビ) K-9

- 3-3-12 -



2F平面図

操作室

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

廊下

ホール

厨房

事務室

便所

U
P

D
N

垂
れ
壁
 
H

浴室

ロッカー室

宿泊室 押入物入

庇

6000 5500 5500 5500

6
0
00

60
0
0

15
0
0

20
0

1
6
00

20
0

200

1600

800 14501700 800 1000 800 1700 145080010008001450 1450 800 1000 325 1500 2000

1700 800 1000 800 1700 145080010008001450 145080010008001450

3
2
00

1
2
00

80
0

8
00

9
00

225 225

2
25

1
50

150

1
50

2
25

150

1
50

1
50

1501100

1340 100200

3
2
50

10
1
0

1
44
0

30
0

30
0

2
0
0

1
35
0

2
5
00

1
7
50

1
80
0

1
00
0

3
0
0

20
0
0

2
00
0

1
6
00

80
0

800

8
00

1
0
00

80
0

150

80
0

1450 800 1000 800 1450

15
0
0

20
0

2
00

97
0

60
0

1
30

1325350

37001800

3
07
0

30
0

750300

250 1000

300

250

400 250

1
30
0

13
0
0

9
0
0

2
60
0

1600

1200

10
0

6
0
0

7
0
0

7
00

7
0
0

80
0

8
00

9
00

18001000

225

1700

8
0
0

C-1(0.30) C-2(0.30) C-3(0.30)

畳

絨毯

398

埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

【劣化補修図-3】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(3)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝139.36m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

(建具周囲)

I-1 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)-5箇所

K-4 塗装劣化

8.29m2上げ裏

K-3 塗装劣化

0.60m2上げ裏

K-2 塗装劣化

2.83m2笠木(天)

K-1 屋根防水劣化(14.96)

250

252

I-9 建具周囲モルタル劣化

0.11m2(下)

I-7 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)-7箇所

I-8 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)

I-4 建具周囲モルタル劣化

0.08m2(下)

I-5 建具周囲モルタル劣化

0.03m2(下)

I-3 建具周囲モルタル劣化

0.08m2(下)

I-2 建具周囲モルタル劣化

0.07m2(下)

I-6 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)

K-6 建具周囲塗装劣化

0.07m2(上)

K-5 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)-5箇所

K-7 建具周囲塗装劣化

0.80m2(上下)

K-8 建具周囲塗装劣化

0.80m2(上下)

K-9 建具周囲塗装劣化

0.03m2(上)

K-10 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)

K-11 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)-7箇所

K-13 建具周囲塗装劣化

0.11m2(上)

K-12 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)

庇撤去

開口閉塞

開口閉塞

庇撤去

開口閉塞

庇撤去

K-2～14 ＝ 20.47m2 可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化

K-1 ＝ 14.96m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  0.90m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～3

モルタル面の劣化 I-1～10 ＝  1.15m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

サンダー掛けI-1～10

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

＝  1.15m2

K-2～15 ＝ 21.91m2 (笠木天･上げ裏･建具周囲)

(屋根･笠木天･上げ裏･建具周囲･1F天井･梁･階段裏)

I-10 建具周囲モルタル劣化

0.11m2(下)-2箇所

K-14 建具周囲塗装劣化

0.11m2(上)-2箇所

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

※ 屋内床のビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

耐震壁増設

K-15 開口閉塞部塗装撤去

0.48m2(上下)-3箇所

1/80(A3)
1/40(A1)

K-16 雨樋塗装劣化

2.77m2-6箇所

＝ 16.62m2 下地調整(RC種)+耐候性塗料塗り(DP)A種塗膜の劣化(塩ビ) K-16

塗装新設 K-17 ＝  7.17m2 素地ごしらえ(A種)+EP-G塗り(B種)

K-17 開口閉塞部塗装新設

2.39m2-3箇所

中央監視盤

中央操作卓

変圧器盤

テレメータ盤
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【劣化補修図-4】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(4)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

耐震壁増設

開口閉塞

開口閉塞

K-8 建具周囲塗装劣化

0.11m2(上)

I-8 モルタル劣化

3.56m2(土間+建具周囲下)

K-7 建具周囲塗装劣化

0.11m2(上)

I-7 モルタル劣化

3.56m2(土間+建具周囲下)

I-1 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)-3箇所

K-1 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)-3箇所

I-6 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)-4箇所

K-6 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)-4箇所

K-2 建具周囲塗装劣化

0.07m2(上)

I-2 モルタル劣化

2.44m2(土間+建具周囲下)

I-3 建具周囲モルタル劣化

0.08m2(下)

K-3 建具周囲塗装劣化

0.80m2(上下)

I-4 建具周囲モルタル劣化

0.04m2(下)-5箇所

K-4 建具周囲塗装劣化

0.48m2(上下)-5箇所

I-5 建具周囲モルタル劣化

0.03m2(下)-2箇所

K-5 建具周囲塗装劣化

0.03m2(上)-2箇所

庇撤去

庇撤去

作業孔確保

(Co蓋開閉 3枚)

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝142.61m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

(建具周囲)

K-1～8 ＝  6.91m2 可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  1.30m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1

モルタル面の劣化 I-1～8 ＝ 10.18m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

サンダー掛けI-1～8

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

＝ 10.18m2

K-1～9 ＝  8.83m2 (笠木天･上げ裏･建具周囲)

(建具周囲･BF天井･梁･階段裏)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分、PC蓋、タイル部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

Co蓋撤去･閉塞

(1枚)

K-9 開口閉塞部塗装撤去

0.48m2(上下)-4箇所

1/80(A3)
1/40(A1)

K-10 補強Co部塗装新設

36.90m2

塗装新設 K-10～11 ＝ 46.46m2 素地ごしらえ(A種)+EP-G塗り(B種)

K-11 開口閉塞部塗装新設

2.39m2-4箇所
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【劣化補修図-5】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(5)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 91.55m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

ホイストレール

I-250*125

(BF床･階段表裏)

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)

無筋Co

無筋Co



A-2(0.44)

C-25(0.40)

A-1(0.40)

C-11(0.55)

C-12(0.80)

C-21(0.85) C-22(0.90) C-23(0.95)C-24(0.80)

C-7(0.70) C-8(0.70)

C-4(0.40)

C-17(0.70) C-18(1.05)

C-19(0.60)

C-27(0.40)

C-28(0.70)

C-31(1.10)

C-30(0.70)C-29(0.70)

C-26(1.10)

C-6(0.30)

C-10(0.75)

C-1(0.30)
C-3(0.30)

C-5(0.20)

C-9(1.25)

C-2(0.50)

C-14(0.90)

C-13(0.80)

C-15(0.70)

C-16(0.75)

C-20(0.75)

A-3(0.40)
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【劣化補修図-6】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(6)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝206.33m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

PB(SUS)

監視カメラ

フード(SUS)フード(SUS)

フード(SUS)

フード(SUS)

フード(SUS)

5
0
0

5
1
0

2
0
0

20
6

5
0
0

5
10

2
0
0

20
6

5
0
0

5
10

2
0
0

20
6

開口閉塞

開口閉塞

開口閉塞

K-1 屋根防水 1.11m2

(内立上り)劣化

K-5 屋根防水 4.11m2

(基礎類立上り)南面

K-6 塗装劣化

2.30m2

K-9 塗装(内)劣化

0.62m2

K-7 塗装劣化

0.92m2

K-11 建具周囲塗装劣化

0.13m2(側面内)

K-8 塗装劣化

0.43m2笠木(内)

K-10 塗装劣化(6.74)

K-2 屋根防水 0.40m2

(外立上り)劣化

K-3 屋根防水 6.60m2

(内立上り)劣化

K-14 塗装劣化

5.11m2

K-15 塗装劣化

2.67m2笠木(内)

K-13 塗装劣化

12.67m2

K-16 塗装(内)劣化

3.67m2

K-19 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-1箇所

K-20 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-21 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-2箇所

K-28 塗装劣化

1.44m2

K-27 塗装劣化

3.60m2

K-31 塗装劣化

1.23m2

K-30 塗装(内)劣化

1.00m2

K-4 屋根防水 3.60m2

(内立上り前背面)劣化
K-29 塗装劣化

0.71m2笠木(内)

K-33 塗装劣化

0.57m2

K-32 塗装劣化

0.57m2

K-17 塗装劣化(129.28)

K-18 塗装劣化

2.52m2

I-1(0.18)

I-2(0.54) I-3(4.80) I-4(2.40)

K-22 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-1箇所

K-24 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所

K-23 建具周囲塗装劣化

0.05m2(側面内)-1箇所

K-25 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-5箇所

K-26 建具周囲塗装劣化

0.02m2(側面内)-1箇所

K-12 塗装劣化

0.01m2笠木(内)

K-34 開口閉塞部塗装

2.27m2-3箇所

足場=232.955掛m2

シーリング劣化

3.70m-11箇所

シーリング撤去

4.50m-3箇所

シーリング劣化

2.80m

K-6～33,35 ＝188.23m2

＝  7.92m2I-1～4

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

サンダー掛け

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲･巾木･ポーチ)

シーリング劣化

11.10m

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 21.60m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～31

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  1.24m2A-1～3

モルタル面の劣化 I-1～4 ＝  7.92m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1～4 ＝ 11.71m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

K-5 ＝  4.11m2 下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝182.59m2K-6～33 (外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の新設 ＝  6.81m2K-34 (開口閉塞)

(巾木･ポーチ)

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

シーリング劣化 ＝103.50m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10)

シーリング撤去 ＝ 13.50m (開口閉塞)既設シーリング撤去

(バイオハクリ使用箇所)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

※ タイル部分は、調査･補修対象外とする。

K-35 開口閉塞部塗装撤去

1.88m2(正面･側面外内)-3箇所

1/80(A3)
1/40(A1)

シーリング劣化

48.90m(化粧目地)
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【劣化補修図-7】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(7)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

PLG

水栓

フード(SUS)

PB(SUS)

フード(SUS)

フード(SUS)

注油口(SUS)

表示板

5
0
0

5
1
0

2
0
0

20
6

5
0
0

5
10

2
0
0

20
6

開口閉塞 開口閉塞

K-1 屋根防水 1.11m2

(内立上り)劣化
K-5 塗装劣化

2.30m2

K-8 塗装(内)劣化

0.62m2

K-6 塗装劣化

0.92m2

K-10 建具周囲塗装劣化

0.13m2(側面内)

K-7 塗装劣化

0.43m2笠木(内)

K-9 塗装劣化(6.74)

K-2 屋根防水 0.40m2

(外立上り)劣化
K-11 塗装劣化

0.01m2笠木(内)

K-4 屋根防水 4.11m2

(基礎類立上り)北面K-3 屋根防水 6.60m2

(内立上り)劣化

K-13 塗装劣化

5.11m2

K-14 塗装劣化

2.67m2笠木(内)

K-12 塗装劣化

12.67m2

K-15 塗装(内)劣化

3.67m2

K-16 塗装劣化(141.90)

K-20 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-1箇所

K-18 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所

K-19 建具周囲塗装劣化

0.05m2(側面内)-1箇所

K-24 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-1箇所

K-23 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-17 塗装劣化

2.52m2

K-25 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-2箇所

K-21 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-5箇所

I-3(0.33)

I-4(0.39)I-2(0.55)I-1(8.69)

足場=231.935掛m2

開口閉塞

K-26 開口閉塞部塗装

2.27m2-3箇所

K-22 建具周囲塗装劣化

0.02m2(側面内)-1箇所

シーリング劣化

3.70m-8箇所

シーリング劣化

6.24m-2箇所

シーリング劣化

3.30m-2箇所

シーリング撤去

4.50m-3箇所

シーリング劣化

2.80m

シーリング劣化

11.10m

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝208.27m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-5～25,27 ＝191.73m2

＝  9.96m2I-1～4

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

サンダー掛け

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲･巾木･ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 16.95m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～25

モルタル面の劣化 I-1～4 ＝  9.96m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1～3 ＝  8.11m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

K-4 ＝  4.11m2 下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝186.09m2K-5～25 (外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の新設 ＝  6.81m2K-26 (開口閉塞)

(巾木･ポーチ)

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

シーリング劣化 ＝125.69m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10)

シーリング撤去 ＝ 13.50m (開口閉塞)既設シーリング撤去

(バイオハクリ使用箇所)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

K-27 開口閉塞部塗装撤去

1.88m2(正面･側面外内)m2-3箇所

1/80(A3)
1/40(A1)

シーリング劣化

65.91m(化粧目地)
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【劣化補修図-8】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(8)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

PB(SUS)

AC AC

フード(SUS)

フード(SUS)

C-18(0.45)

K-1 屋根防水 2.04m2

(内立上り)劣化 K-6 塗装劣化

4.05m2K-8 塗装劣化

0.81m2笠木(内)

K-12 建具周囲塗装劣化

0.06m2(側面内)

K-10 塗装劣化(14.73)

K-9 塗装(内)劣化

1.13m2

K-7 塗装劣化

1.63m2

K-11 建具周囲塗装劣化

0.06m2(側面内)

K-15 塗装劣化

1.51m2笠木(内)

K-5 屋根防水 3.71m2

(基礎類立上り)東面

K-13 塗装劣化

7.32m2

K-14 塗装劣化

2.95m2

K-16 塗装(内)劣化

2.09m2

K-3 屋根防水 3.77m2

(内立上り)劣化K-2 屋根防水 0.74m2

(外立上り)劣化

K-18 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-7箇所

K-27 塗装劣化

0.50m2

K-26 塗装劣化

1.25m2

K-29 塗装(内)劣化

0.34m2

K-28 塗装劣化

0.24m2笠木(内)

K-4 屋根防水 0.61m2

(内立上り)劣化

K-30 塗装劣化

5.70m2

K-31 塗装(内)劣化

1.28m2
K-19 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-4箇所

K-17 塗装劣化(81.94)

K-20 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所

K-22 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-5箇所
K-21 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-23 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所
K-24 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-25 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-3箇所

I-3(0.35)I-1(0.35) I-2(5.54)

5
0
0

5
10

2
0
0

20
6

5
0
0

5
1
0

2
0
0

2
0
6

足場=153.050掛m2

C-1(0.70)

シーリング劣化

3.70m-6箇所

シーリング劣化

2.40m

シーリング劣化

1.10m-2箇所

シーリング劣化

3.30m

シーリング劣化

4.80m

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝160.65m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-6～31 ＝143.54m2

＝  6.24m2I-1～3

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

サンダー掛け

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲･巾木･ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  8.15m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～18

モルタル面の劣化 I-1～3 ＝  6.24m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1～4 ＝  7.16m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

K-5 ＝  3.71m2 下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝143.54m2K-6～31 (外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

(巾木･ポーチ)

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 69.35m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10) (バイオハクリ使用箇所)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

1/80(A3)
1/40(A1)

シーリング劣化

34.45m(化粧目地)

- 3-3-18 -



A-1(0.30)

A-2(0.30)

C-1(0.70) C-2(0.70) C-4(1.10)

C-5(0.70) C-7(0.70)

C-8(0.75)

C-9(0.25)

C-10(1.55)

C-11(1.60)

C-12(0.55)

C-13(0.60)
C-16(0.45)

C-17(0.20)

C-14(0.40)

C-15(0.20)
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西側立面図
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【劣化補修図-9】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(9)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

サイレン

盤(SS)

開口閉塞

C-6(0.70)

C-18(0.50)

C-20(0.40)

K-1 屋根防水 2.04m2

(内立上り)劣化K-6 塗装劣化

4.05m2 K-8 塗装劣化

0.81m2笠木(内)

K-5 屋根防水 3.71m2

(基礎類立上り)西面

K-9 塗装(内)劣化

1.13m2

K-7 塗装劣化

1.63m2

K-11 建具周囲塗装劣化

0.06m2(側面内)
K-12 建具周囲塗装劣化

0.06m2(側面内)

K-10 塗装劣化(16.33)

K-15 塗装劣化

1.51m2笠木(内)

K-13 塗装劣化

7.32m2

K-3 屋根防水 3.77m2

(内立上り)劣化

K-2 屋根防水 0.74m2

(外立上り)劣化K-14 塗装劣化

2.95m2

K-16 塗装(内)劣化

2.09m2K-20 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所

K-18 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-5箇所

K-19 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-24 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-7箇所

K-23 建具周囲塗装劣化

0.52m2(側面外内)-1箇所

K-21 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-3箇所

K-22 建具周囲塗装劣化

0.14m2(側面内)-1箇所

K-29 塗装(内)劣化

0.34m2
K-30 塗装劣化

5.70m2

K-31 塗装(内)劣化

1.28m2
K-25 建具周囲塗装劣化

0.77m2(側面外内)-4箇所

K-17 塗装劣化(73.15)

K-33 開口閉塞部塗装

2.27m2-1箇所

I-3(0.69)I-1(0.35) I-2(0.84) I-4(1.52) I-5(0.92) I-6(1.64) I-7(0.35)

K-27 塗装劣化

0.50m2

K-26 塗装劣化

1.25m2
K-28 塗装劣化

0.24m2笠木(内)

K-4 屋根防水 0.61m2

(内立上り)劣化

足場=153.050掛m2

シーリング劣化

3.70m

シーリング撤去

4.50m

シーリング劣化

7.00m-3箇所

K-32 建具周囲塗装劣化

0.34m2(側面内)-4箇所

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝154.89m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-6～32,34 ＝139.59m2

＝  6.31m2I-1～7

バイオハクリ(アクリルタイル)+水洗い

サンダー掛け

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲･巾木･ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 14.15m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～20

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  0.60m2A-1～2

モルタル面の劣化 I-1～7 ＝  6.31m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1～4 ＝  7.16m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

K-5 ＝  3.71m2 下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝137.71m2K-6～32 (外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の新設 ＝  2.27m2K-33 (開口閉塞)

(巾木･ポーチ)

(外壁･パラペット･上げ裏･建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 55.15m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10)

シーリング撤去 ＝  4.50m (開口閉塞)既設シーリング撤去

(バイオハクリ使用箇所)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

K-34 開口閉塞部塗装撤去

1.88m2(正面･側面外内)m2-1箇所

1/80(A3)
1/40(A1)

シーリング劣化

30.45m(化粧目地)
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A

E

B

F

D

C

Y3Y2Y1 X1 X2X1X2

Y2 Y1X2Y3 Y2 X3

X3

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

発電機室

A面 B面F面

C面 E面D面

BF発電機室展開図

60006000 60006000

60006000 5500

5500

吸音ボード張り 吸音ボード張り 吸音ボード張り 吸音ボード張り

吸音ボード張り 吸音ボード張り 吸音ボード張り

吸音ボード張り
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【劣化補修図-10】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(10)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 68.04m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測 (梁･壁下部)※GWボード除く

無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル

無筋Co+モルタル無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル

GW吸音板 GW吸音板 GW吸音板 GW吸音板GW吸音板

GW吸音板

モルタル モルタル モルタル

モルタル モルタル モルタル モルタル モルタル

GW吸音板 GW吸音板 GW吸音板

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分、また、壁･柱･天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)



A

B

D

C

ｼﾞｬﾝｶ

A-1(0.09)

C-1(1.25)

C-2(1.80)

C-3(1.00)

C-4(1.60)

C-5(1.50)

C-6(2.30)

C-7(1.55)

C-8(2.65)

C-9(1.80)

C-10(1.45)

C-12(0.80) C-13(1.50) C-14(1.35)
C-16(0.30)

C-17(0.85)

C-19(0.35)

C-22(1.80)

C-23(1.20)

C-24(0.40)

C-25(1.45)

J-1(0.30)

Y3Y2 X3 X4X2X3X4 X2

Y3 Y2

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

減圧弁室

D面 A面 B面

C面

BF減圧弁室展開図

6000 550055005500 5500

6000
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【劣化補修図-11】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(11)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 31.90m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～25

事前調査 ＝154.63m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.09m2A-1

ジャンカ ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)J-1 ＝  0.30m2

無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル

無筋Co+モルタル

C-11(0.85) C-15(0.90) C-18(0.95)

C-20(1.15)

C-21(1.15)

7
0
0

配管類(抱込み)

NCP300A BFL+0.70

配管類(抱込み)

NCP450A BFL+0.70

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

打放し 打放し 打放し 打放し

打放し

打放し

無筋Co+モルタル

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)



A B
D C
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Y1

Y2

Y3

廊下

書庫

A面 B面 C面D面

A面 B面 C面D面

BF書庫展開図

BF廊下展開図

6000 5500 60005500

6000 55005500 6000

ｼﾞｬﾝｶ
J-1(0.06)

J-2(0.10)
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【劣化補修図-12】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(12)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  9.70m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～8

事前調査 ＝143.24m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  0.56m2A-1

ジャンカ J-1～2 ＝  0.16m2

モルタル

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル モルタル モルタル

モルタルモルタルモルタルモルタル

ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.24m2A-2

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

A

B

D

C

A-2(0.09)
A-3(0.09)

A-4(0.21)

A-1(0.50)

A-5(0.03)

A-6(0.09)

A-7(0.09)

A-8(0.09)

A-9(0.09) A-10(0.09)

A-11(0.09)
A-12(0.09)

A-13(0.16)
A-14(0.09)

C-1(1.85)

C-4(0.45)

C-6(1.20)
C-7(0.65)

C-8(0.60)

C-10(0.60)

C-11(1.75)

C-12(0.80)

C-13(1.55)

C-14(0.55)

C-16(1.30)

C-18(0.75)

C-2(1.35)

C-3(0.65)

Y2Y1 X3 X4X3X4

階段室

Y2 Y1

Y2Y1X3

倉庫

X4 X3

倉庫

X4 Y2 Y1

A面 B面 C面D面

A面 B面 C面

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

階段室 倉庫

BF倉庫展開図

BF階段室展開図

6000 55005500 6000

60005500 5500 6000

ｼﾞｬﾝｶ

J-1(0.17)
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【劣化補修図-13】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(13)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 17.70mC-1～18

事前調査 ＝151.78m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き ＝  0.50m2A-1

ジャンカ J-1 ＝  0.17m2

D面

C-5(1.55)

C-9(0.50)

C-15(1.10)

C-17(0.50)

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル

打放し

モルタル モルタル モルタル モルタル

モルタルモルタルモルタルモルタル

モルタル

打放し

自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)

ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

＝  1.30m2A-1～14 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

Y2Y1 X1 X2 X3

Y2 Y1 X1X2X3

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

電気室

B面A面

D面C面

1F電気室展開図

6000 55006000

6000 5500 6000

3919

埋金浄水場施設耐震補強及び劣化補修工事

【劣化補修図-14】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(14)

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝130.90m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

開口閉塞

無筋Co+ビニルタイル無筋Co+ビニルタイル

無筋Co+ビニルタイル無筋Co+ビニルタイル

X2Y2X2Y2

A面 B面 C面 D面

X2Y2柱

Y1

X2Y1柱

Y1

X2Y1柱

石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

VP塗装VP塗装VP塗装

VP塗装 VP塗装 VP塗装

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

※ 屋内床の無筋Coおよびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

X3

X3 X1

X1

耐震壁増設

1/80(A3)
1/40(A1)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す
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A

B

D

C

Y3Y2 X1 X2 X3 X4

Y3 Y2 X1X2X3X4

A面 B面

D面C面

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

倉庫

1F倉庫展開図

6000 5500 55006000

6000 55005500 6000
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【劣化補修図-15】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(15)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝137.53m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

開口閉塞

無筋Co+モルタル無筋Co+モルタル

無筋Co+モルタル 無筋Co+モルタル

Y3 Y3

Y3Y3

作業孔確保

(Co蓋開閉 3枚)

作業孔確保

(Co蓋開閉 3枚)

リシン吹付

モルタル

リシン吹付

モルタル

リシン吹付

モルタル

リシン吹付

モルタル

リシン吹付リシン吹付 リシン吹付 リシン吹付 リシン吹付

リシン吹付リシン吹付リシン吹付リシン吹付

リシン吹付

モルタル

リシン吹付

モルタル

リシン吹付

モルタル

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

※ 屋内床の無筋CoおよびPC蓋部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

耐震壁増設

耐震壁増設

1/80(A3)
1/40(A1)
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A B
D

C

A

A

B B CD

Y3Y2 X3 X4X3X4 Y3 Y2

Y3Y2 X4 X5X4X5 Y3 Y2

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

廊下

便所

A面 B面 C面D面

A面 B面 C面D面

1F廊下展開図

1F便所展開図

6000 55005500 6000

6000 55005500 6000
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【劣化補修図-16】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(16)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 78.61m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

石膏ボード
石膏ボード

石膏ボード
石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装

無筋Co+タイル無筋Co+タイル無筋Co+タイル無筋Co+タイル

無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート

タイル

タイル

タイルタイル

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

※ 屋内床の無筋Coおよびビニル類部分、タイル部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

C

D

D

B

A

C

Y3Y2 X4 X5X4X5 Y3 Y2

A面 B面 C面D面

Y2Y1

A面

X5X4

B面

Y2 Y1

C面

X5 X4

D面

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

計器室

水質試験室

1F計器室展開図

1F水質試験室展開図

6000 55005500 6000

6000 5500 60005500
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【劣化補修図-17】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(17)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 96.01m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

VP塗装VP塗装VP塗装VP塗装

VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装

無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート無筋Co+ビニルシート無筋Co+ビニルシート

無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート 無筋Co+ビニルシート

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

※ 屋内床の無筋Coおよびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

ホール

Y2Y1

A面

ホール

X3 X4

B面

Y2 Y1

C面

ホール

X3X4

D面

1Fホール展開図

6000 5500 60005500
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【劣化補修図-18】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(18)

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 69.29m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

石膏ボード
石膏ボード

石膏ボード
石膏ボード

VP塗装
VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装

無筋Co+ビニルシート無筋Co+ビニルシート無筋Co+ビニルシート無筋Co+ビニルシート

石膏ボード

石膏ボード

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

※ 屋内床の無筋Coおよびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

C-1(0.60)

フリーアクセス

Y3Y2Y1

A面

フリーアクセス

X1 X2 X3

B面

C面 D面

フリーアクセス

Y3 Y2 Y1

フリーアクセス

X1X2X3

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

操作室

2F操作室展開図

60006000 6000 5500

60006000 60005500
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【劣化補修図-19】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(19)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  0.60mC-1

事前調査 ＝143.65m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

Y2 X2 Y2 X2

A面 B面 C面 D面

柱

開口閉塞

開口閉塞

開口閉塞

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード

VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装

VP塗装VP塗装VP塗装VP塗装

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)

※ 屋内床のフリーアクセス部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

X3X1Y3Y1

X1X3Y1Y3

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

A

B

D

C

Y3Y2

A面

X3 X4

B面

Y3 Y2

C面

X3X4

D面

Y2Y1

A面

ホール

塔屋 塔屋

ホール

X3 X4

B面

Y2 Y1

C面

ホール

塔屋塔屋

ホール

X3X4

D面

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

事務室

ホール

2Fホール展開図

2F事務室展開図

6000 5500 60005500

6000 5500 60005500
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【劣化補修図-20】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(20)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝148.24m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

石綿吸音板 石綿吸音板石綿吸音板

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

VP塗装

VP塗装

VP塗装

VP塗装 VP塗装 VP塗装

VP塗装

VP塗装 VP塗装

VP塗装 VP塗装 VP塗装

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

ビニルシート

ビニルシート ビニルシート

ビニルシート

ビニルシート ビニルシート

ビニルシート

ビニルシート

ビニルシート

ビニルシート

ビニルシート

ビニルシートビニルシートビニルシートビニルシート

※ 屋内床の無筋Coおよびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A

B

D

C

AB CD

Y3Y2

A面

X3 X4

B面

Y3 Y2

C面

X3X4

D面

Y3Y2

A面

X4 X5

B面

Y3 Y2

C面

X4X5

D面

廊下

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3
便所

2F便所展開図

2F廊下展開図

6000 5500 60005500

6000 5500 60005500
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【劣化補修図-21】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(21)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 58.82m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

タイル タイルタイルタイル

石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード 石膏ボード

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

タイル タイル タイル タイル

ビニルシート ビニルシート ビニルシート

VP塗装VP塗装VP塗装

※ 屋内床のビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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AB CD

AB CD

A'-1(0.08) A'-2(0.07)

タイル剥離E-1(0.23) タイル浮き

Y3Y2

A面

X4 X5

B面

Y3 Y2

C面

X4X5

D面

Y3Y2

A面

X4 X5

B面

Y3 Y2

C面

X4X5

D面

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

浴室

L室

2Fロッカー室展開図

2F浴室展開図

6000 5500 60005500

6000 5500 60005500
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【劣化補修図-22】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(22)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 54.00m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

タイル浮き･剥離 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.38m2A'-1～2,E-1

タイル浮き

石膏ボード石膏ボード石膏ボード石膏ボード

バスリブバスリブバスリブ

タイル

タイル

タイル VP塗装 VP塗装VP塗装タイル

石膏ボード石膏ボード石膏ボード バスリブ

VP塗装 VP塗装 VP塗装 VP塗装

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

ビニルシートビニルシートビニルシートビニルシート

木板タイル 木板 木板タイル タイル タイル

※ 屋内床の木板およびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A
B

D

C
A

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

Y2Y1

A面

X5X4

B面

Y2 Y1

C面

X5 X4

D面

厨房宿泊室

2F厨房宿泊室展開図

6000 5500

6000 5500
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【劣化補修図-23】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

管理棟構造図(23)

損傷部名称

剥離･欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

事前調査 ＝ 62.29m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

畳 畳

VP塗装 タイルVP塗装

クロスクロスVP塗装

石膏ボード石膏ボード石膏ボード

石膏ボード 石膏ボード

※ 地上階屋内の壁については、ひび割れ幅0.3mmを超えるひび割れのみを補修対象とする。(柱･梁のひび割れは、全て補修対象)

ビニルシート ビニルシート

ビニルシート

※ 屋内床の畳およびビニル類部分、また、天井のボード部分は、調査･補修対象外とする。

Y1

6000

畳

クロス

石膏ボード

X5

X5Y2

石膏ボード

1/80(A3)
1/40(A1)
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C-1(0.35)

C-4(0.35)C-3(0.20)

C-2(0.40)

X1 X2 X3 X4

Y3

Y2

Y1

RF平面図

5000 50005000

6
5
00

60
0
0

5000 50005000

遊離石灰

雨漏り

ｼﾞｬﾝｶ

J-1(0.04)

雨漏り

雨漏り

雨漏り

C-15(1.45)

雨漏り

雨漏り

雨漏り

雨漏り

遊離石灰

遊離石灰
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【劣化補修図-1】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(1)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-5(1.00)

C-7(1.00)

C-6(1.00)

C-8(1.00) C-9(1.00) C-10(1.00) K-2 上げ裏塗装劣化

50.08m2

I-1(15.88)笠木

250
252

K-3 上げ裏塗装劣化

3.23m2

K-1 屋根防水劣化(244.93)

足場中心L=65.40m(H=5.65m)

外部足場 ＝369.51掛m2外壁H≧2.0m(CAD測定) くさび緊結式足場(手すり先行方式)H<10.0m(W900mm)+災害防止(防炎シート張り)

仮設数量集計 仮設内容

内部足場

＝ 65.40m外壁水平長(CAD測定) 最上部安全手すり

養生･清掃 躯体･仕上げ(RC造)+清掃･片付け(RC造)＝192.69延m2床全体(CAD測定)

床養生 二重張り プラスチックシート厚0.15mm＝ 91.64m2外部足場-外壁(CAD測定)

壁養生 一重張り プラスチックシート厚0.08mm＝389.85m2外部足場外面(CAD測定)

(石綿含有仕上塗材の除去作業に係る)

(石綿含有仕上塗材の除去作業に係る)

遊離石灰

C-17(1.30)

C-16(1.70)

C-14(0.50)

遊離石灰

C-12(0.30)

遊離石灰

C-13(0.80)

C-11(0.60)

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝506.81m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測 (屋根・上げ裏・天井)

K-2～3 ＝ 53.31m2 可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化

K-1 ＝244.93m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 13.95m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～17

モルタル面の劣化 I-1 ＝ 15.88m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

サンダー掛けI-1

バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

＝ 15.88m2

K-2～3 ＝ 53.31m2

(立上り頂辺)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

ジャンカ ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)J-1 ＝  0.04m2

1/80(A3)
1/40(A1)

移動足場 H=3.7m(2段) N＝192.69床m2÷50m2/台＝     4台
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【劣化補修図-2】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(2)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

I-3 建具周囲モルタル劣化

0.09m2(下)-9箇所

K-3 建具周囲塗装劣化

0.84m2(上下)-9箇所

K-1 建具周囲塗装劣化

0.04m2(上)-5箇所

I-1 モルタル劣化

1.24m2(土間+建具周囲下)-5箇所

K-2 建具周囲塗装劣化

0.51m2(上)

I-2 モルタル劣化

3.91m2(土間+建具周囲下)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝ 19.19m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-1～3 ＝  8.27m2
モルタル面の劣化 I-1～3 ＝ 10.92m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

ポリマーセメント系複合塗材塗り+可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化(吹付面)

＝ 10.92m2 サンダー掛けI-1～3

K-1～3 ＝  8.27m2 バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

(ポーチ･建具周囲)※屋内床除く

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査・補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)

Ｐ

ＰＰ

K-4 雨樋塗装劣化

1.89m2-4箇所

＝  7.56m2 下地調整(RC種)+耐候性塗料塗り(DP)A種塗膜の劣化(塩ビ) K-4
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【劣化補修図-3】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(3)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

I-1(1.84)笠木(内)

K-1 屋根防水(立上り)劣化

4.58m2

K-2 塗装劣化

8.85m2

K-4 塗装(内)劣化

2.54m2

K-3 塗装劣化

3.56m2
5
0
0

5
1
0

2
0
0

2
06

K-6 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-1箇所
K-9 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-2箇所
K-7 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-1箇所

K-8 建具周囲塗装劣化

0.60m2(側面外内)-1箇所

I-4(3.58) I-5(0.12)

K-5 塗装劣化(63.72)

I-2(0.13) I-3(0.10) I-6(2.30)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

シーリング劣化

5.00m-3箇所

シーリング劣化

5.00m-1箇所

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝ 94.67m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-2～9 ＝ 82.02m2

＝  8.07m2I-1～6

バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

サンダー掛け

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲・巾木・ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 12.00m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～9

モルタル面の劣化 I-1～6 ＝  8.07m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1 ＝  4.58m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝ 82.02m2K-2～9 (外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

(巾木・ポーチ)

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 44.20m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10) (バイオハクリ使用箇所)

シーリング劣化

24.20m(化粧目地)

1/80(A3)
1/40(A1)
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【劣化補修図-4】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(4)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

I-1(1.84)笠木(内)

K-1 屋根防水(立上り)劣化

4.58m2

K-2 塗装劣化

8.85m2

K-4 塗装(内)劣化

2.54m2

K-3 塗装劣化

3.56m2
5
1
0

2
0
0

2
06

K-7 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-1箇所
K-6 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-2箇所
K-8 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-1箇所

K-9 建具周囲塗装劣化

0.60m2(側面外内)-1箇所

K-5 塗装劣化(60.84)

I-8(1.50)I-7(0.12) I-9(0.13) I-10(0.10)I-5(0.12)I-3(0.12) I-6(1.56)I-4(1.56)I-2(0.30)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

シーリング劣化

5.00m-3箇所

シーリング劣化

5.00m-3箇所

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝ 91.07m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-2～9 ＝ 79.14m2

＝  7.35m2I-1～9

バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

サンダー掛け

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲・巾木・ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  3.25m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～3

モルタル面の劣化 I-1～9 ＝  7.35m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1 ＝  4.58m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝ 79.14m2K-2～9 (外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

(巾木・ポーチ)

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 52.60m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10) (バイオハクリ使用箇所)

シーリング劣化

22.60m(化粧目地)

1/80(A3)
1/40(A1)
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【劣化補修図-5】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(5)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-6(0.40)

I-1(1.57)笠木(内)

K-1 屋根防水(立上り)劣化

3.90m2

K-2 塗装劣化

7.57m2

K-4 塗装(内)劣化

2.17m2

K-3 塗装劣化

3.05m2

5
0
0

5
1
0

2
0
0

2
06

K-8 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-3箇所

K-9 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-3箇所

K-6 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-3箇所

K-7 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-1箇所

K-5 塗装劣化(56.13)

I-2(0.10)-1箇所 I-3(5.24) I-4(0.10)-3箇所

AC

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

シーリング劣化

5.00m-2箇所

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝ 85.75m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-2～9 ＝ 74.64m2

＝  7.21m2I-1～4

バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

サンダー掛け

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲・巾木・ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  8.95m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～9

モルタル面の劣化 I-1～4 ＝  7.21m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1 ＝  3.90m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝ 74.64m2K-2～9 (外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

(巾木・ポーチ)

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 26.80m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン20*10) (バイオハクリ使用箇所)

モルタル浮き アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.06m2A-1

シーリング劣化

16.80m(化粧目地)

1/80(A3)
1/40(A1)
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【劣化補修図-6】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(6)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-1(0.20)

I-1(1.57)笠木(内)

K-1 屋根防水(立上り)劣化

3.90m2

K-2 塗装劣化

7.57m2

K-4 塗装(内)劣化

2.17m2

K-3 塗装劣化

3.05m2

5
0
0

5
1
0

2
0
0

2
06

K-8 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-3箇所

K-9 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-1箇所

K-6 建具周囲塗装劣化

0.88m2(側面外内)-3箇所

K-7 建具周囲塗装劣化

0.11m2(側面外内)-3箇所

K-5 塗装劣化(47.51)

I-2(0.10)-3箇所 I-3(2.90) I-8(0.10)-1箇所I-4(0.12) I-5(0.43) I-7(0.29)I-6(0.34)

注．既設外壁仕上げ塗材にアスベストの含有が確認されたため、外壁の改修に当たっては、飛散防止に十分留意すること。 

シーリング劣化

5.00m-1箇所

シーリング劣化

5.00m-1箇所

補修数量集計 補修内容

劣化部分の除去

事前調査 ＝ 75.97m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

K-2～9 ＝ 66.02m2

＝  6.05m2I-1～8

バイオハクリ(アクリルリシン)+水洗い

サンダー掛け

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲・巾木・ポーチ)

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  5.15m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～4

モルタル面の劣化 I-1～8 ＝  6.05m2 ポリマーセメント系複合塗材塗り+樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)

K-1 ＝  3.90m2 既存シート防水撤去+下地処理+ポリマーセメント系複合塗材塗り+ウレタン塗膜防水X-2工法屋根防水

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)塗膜の劣化 ＝ 66.02m2K-2～9 (外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

(巾木・ポーチ)

(外壁・パラペット・上げ裏・建具周囲)

シーリング劣化 ＝ 24.00m 既設シーリング撤去＋シーリング(変成シリコーン10*10) (バイオハクリ使用箇所)

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  0.28m2A-1

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.61m2A-2～7

シーリング劣化

14.00m(化粧目地)

1/80(A3)
1/40(A1)
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A-3(0.09)

A-2(0.16)

C-5(1.35)

C-7(1.95)

C-6(0.20) C-8(0.25)

C-10(2.25)

C-4(0.60)

C-1(0.30)

C-11(2.20)

C-9(0.55)

C-13(0.50)

C-14(0.60)

C-16(1.00)

C-17(0.35)C-12(0.20)

C-15(0.95)

1矢視図

▽GL
▽1FL

▽RFL

X1 X2 X3 X4

▽GL
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5000 50005000225 225
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【劣化補修図-7】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(7)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-2(0.30)

C-3(0.80)

合板張り

A-1(1.32)

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 14.35m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)

事前調査 ＝ 88.63m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  1.32m2

C-1～17

A-1

(壁・梁・柱)※防液堤除く

無筋Co 無筋Co 無筋Co

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査・補修対象外とする。

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.25m2A-2～3

1/80(A3)
1/40(A1)
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A-1(0.06)

A-2(0.10)

A-3(0.09)

A-4(0.08)

A-5(0.20)

A-6(0.09)

A-7(0.08) A-8(0.15)

A-9(0.09)

C-1(1.40)

C-2(0.45)

C-5(0.40)

C-7(0.80)

C-8(0.75)

C-10(0.30)

C-11(2.45) C-13(2.15)

C-14(1.00)

C-16(0.80)

C-18(1.40)

C-19(0.60)

C-17(0.75)

C-25(2.25)

C-31(1.35)

C-32(0.45)

C-15(1.40)

C-9(1.50)

2矢視図

▽GL
▽1FL

▽RFL

X1X2X3X4
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【劣化補修図-8】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(8)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-3(0.30)
C-4(0.30)

C-6(1.00)

C-12(0.25)

C-20(0.75)

C-27(0.35)

C-26(0.75)

C-21(0.70)
C-22(0.65)

C-23(0.55)

C-24(0.85)

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 28.15m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)

事前調査 ＝ 91.37m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.94m2

C-1～32

A-1～9

(壁・梁・柱)※防液堤除く

無筋Co 無筋Co 無筋Co

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査・補修対象外とする。

C-30(0.60)C-29(0.55)

1/80(A3)
1/40(A1)
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C-1(0.55) C-2(0.55)

C-3(1.80)

C-5(0.55)

C-4(2.30)

C-7(2.35)

C-6(0.65) C-8(0.55)

3矢視図
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【劣化補修図-9】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(9)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝  9.30m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)C-1～8

事前調査 ＝ 66.76m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

シャッター

(壁・梁・柱)

無筋Co 無筋Co

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査・補修対象外とする。

1/80(A3)
1/40(A1)
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A-2(0.08)

A-3(0.09)

A-4(0.12)

A-1(0.65)

A-5(0.12)

A-6(0.04)

C-1(2.00)

C-4(0.55)

C-3(0.45)

C-7(2.20)

C-10(0.90)

C-8(0.50)

C-11(0.80)

C-13(0.65)

C-14(1.05)

C-12(2.20)

C-16(1.25)

C-17(0.65)

C-18(0.45)

C-5(0.30)

C-9(0.50)

4矢視図
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【劣化補修図-10】

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

薬液注入室構造図(10)

損傷部名称

剥離・欠損

ひび割れ（間隙 0.20～1.0㎜未満）

ひび割れ（間隙 1.0㎜以上）

鉄筋爆裂長

鉄筋爆裂箇所

亀甲状ひび割れ

金属箇所

コンクリートのジャンカ

モルタル浮き

単位

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所･㎡･ｍ

遊離石灰

塗膜剥がれ･塗膜浮き

-

-

記号符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

-

-

Ｇ

欠

ｼﾞｬﾝｶ

遊離石灰

塗膜

Ｆ

ひび割れ（間隙 0.20㎜未満）

※点線のひび割れは内部側の劣化を示す

C-2(0.20)

C-6(0.60)

C-15(0.50)

合板張り

補修数量集計 補修内容

ひび割れ 幅0.2㎜以上 ＝ 15.75m 自動式低圧樹脂注入工法(ひび割れ幅1.0mm程度 Co厚300mm程度)

事前調査 ＝ 75.95m2全面(CAD測定) 目視+打診+マーキング+計測

モルタル浮き アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(13本/m2+注入口12穴/m2)＝  0.65m2

C-1～18

A-1

(壁・梁・柱)

無筋Co 無筋Co

※ 屋内床の無筋Coおよび基礎類部分は、調査・補修対象外とする。

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(16本/m2)＝  0.45m2A-2～6

1/80(A3)
1/40(A1)
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劣化補修要領図（参考図）

令和  6 年  3 月

春日那珂川水道企業団

冨洋設計株式会社　九州支社

工 事 名

図 面 名

作成年月

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

NON(A3)

S = NON補修要領図(参考図)

ひび割れ 幅0.2㎜以上

ポリマーセメント系複合塗材塗り

亀甲ひび割れ
ひび割れ 幅0.2㎜未満

ひび割れ補修

押さえシール(樹脂注入完了後撤去)

注入口(樹脂注入完了後撤去)

ひび割れ部エポキシ樹脂注入

ひび割れ補修(自動式低圧樹脂注入工法)

ひび割れ 幅0.2㎜以上

漏水ひび割れ補修(樹脂注入止水工法)

電動ドリル削孔(チドリ配置)

樹脂流出確認

樹脂注入ノズル(チドリ配置･注入完了後撤去)

漏水ひび割れ

注1.樹脂は、厚生省令第15号,JWWA K 143に適合のこと。

劣化部分の除去
(サンダー掛け)

劣化部分の除去
(サンダー掛け)

劣化部分の除去
(サンダー掛け)

劣化部除去(コンクリート面はつり)
モルタル充てん(モルタル塗り)

はく離補修

2
0
m
m
程

度

錆止め塗料塗り

下地調整(RB種)

中塗り(ポリウレタン樹脂塗料用)

上塗り(耐候性上塗り塗料)

塗装改修

樹脂入モルタル充てん 耐候性塗料塗り(DP)3級A種

モルタル浮き補修

0.25m2未満 0.25m2以上

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入(0.04m2/穴程度) アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入(25穴/m2程度)

アンカーピン

注入

エポキシ樹脂

アンカーピン

注入

エポキシ樹脂

目地シーリング劣化

可とう性エポキシ樹脂充填工

Uカット･下地調整･プライマー塗布

ポリマーセメント系複合塗材塗り

モルタル面の劣化

劣化部分の除去
(サンダー掛け)

樹脂入りモルタル薄塗り工法(けい砂入 厚3.0mm程度)
屋内･池内(EXP.J部)

既設シーリング撤去
シーリング(変成シリコーン)

プライマー塗布

バックアップ材取付け

注1.樹脂は、厚生省令第15号,JWWA K 143に適合のこと。

目地シーリング劣化

屋外･建具廻り

主材塗り

ポリマーセメント系
複合塗材塗り

上塗材塗り(2回塗り･ウレタン)

撤去 更新

劣化部分の除去
(サンダー掛け)

外壁改修

主材模様塗り

ポリマーセメント系
複合塗材塗り

上塗材塗り(2回塗り･ウレタン)

撤去 更新

バイオハクリ工法
水洗い(高圧ポンプ10～15MPa)

可とう形改修塗材RE(厚付け仕上げ)

注1.既存塗膜には石綿が含まれるため、手工具ケレン等は、湿潤状態にて行うこと。

注2.既存塗膜には石綿が含まれるため、水洗いは15MPa以上としないこと。

可とう形改修塗材RE(薄付け仕上げ)

既存シート防水撤去
下地処理

屋根防水改修

プライマー塗り

ポリマーセメント系複合塗材塗り

ウレタン系塗膜防水材塗り1＋補強布張り
ウレタン系塗膜防水材塗り2

ウレタン系塗膜防水材塗り3
仕上塗料塗り

撤去 更新

ウレタン系塗膜防水 X2(密着工法)

屋根防水立上り部
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【劣化補修図-共通】
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